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NEXTA研究棟の様子 I 
日冒l

大型機器室

学生研究室

こ
の
ほ
ど
完
成
し
た
次
世
代
た
た
ら
協

創
セ
ン
タ
ー(
N
E
X
T
A)
研
究
棟
は 、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
3
階
建
て
で 、
延
べ
床

面
積
約
1 、
8
4
5
平
方
メ
ー
ト
ル 。
1
階

は
大
型
実
験
機
器
の
フ
ロ
ア
と
し
て 、
国

内
で
数
台
し
か
な
い
電
気
熱
機
械
試
験

機(
E
T
M
T)
や 、
電
子
線
を
照
射
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
元
素
や
結
品
の
マ
ッ
プ
を
作

る
こ
と
が
で
き
る
走
査
型
電
子
顕
微
鏡

(
S
E
M)
な
ど 、
最
新
の
研
究
機
器
を
設

置 。
今
後
も
新
た
な
機
器
の
溝
入
を
計
画

し
て
い
ま
す 。
2
階
に
は
学
生
や
教
貝
の

研
究
室
を
配
慨
し 、
学
生
研
究
室
は
ガ
ラ

ス
辟土
を
多
く
採
用
し
ま
し
た 。
フ
ロ
ア
中

央
部
分
に
交
流
ス
ペ
ー

ス
を
設
置
し 、
教
員

や
学
生 、
企
業
の
研
究
者
ら
が
活
発
に
議

論
で
き
る
オ
ー
プ
ン
な
雰
囲
気
を
作
り
出

し
て
い
ま
す 。
3
階
に
は
企
業
研
究
室
や

共
同
実
験
室
を
置
き 、
連
携
す
る
企
業
等

と
の
研
究
活
動
を
行
う
拠
点
と
な
る
よ

う
整
備
し
て
い
ま
す 。

4
月
21
日
に
は
N
E
X
T
A
新
研
究
棟

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
し 、

丸
山
達
也
島
根
県
知
事
を
は
じ
め
関
連

団
体
や
企
業
な
ど
か
ら
約
50
名
の
方
に

ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た 。

金
属
素
材
研
究
に
集
中•
特
化
し
た
国

内
有
数
の
研
究
機
関
と
し
て
完
成
し
た

N
E
X
T
A
研
究
棟 。
金
属
材
料
を「
視

る・
測
る·
設
計
す
る・
創
る」
と
い
う
材
料

工
学
の
4
つ
の
柱
が
相
互
に
連
携
す
る
こ

”
人
と
技
術
を
融
合
さ
せ
る

研
究
棟“
が
始
動

T
A
 

2
0
1
8
年
度
に
採
択
さ
れ

た
「
先
端
金
属
素
材
グ
ロ
ー

バ
ル

拠

点

の

創

出

I

N

e

G
e
n
e
r
a
t
i
o
n
 

T
A
R
A

P
r
o
j
e
c
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」

事
業
で
は

、
島
根
県
内
企
業
お
よ

び
国
内
外
の
研
究
機
関
と
協
働

し 、
金
属
系
新
素
材
の
研
究
開
発

を
行
う
ほ
か

、
先
端
素
材
の
エ
キ

ス
パ
ー
ト
と
な
る
人
材
の
育
成
を

目
指
し
て
い
ま
す

。
こ
の
度 、
こ
の

事
業
の
拠
点
施
設
と
な
る
新
研
究

棟
が
オ
—

プ
ン
し
ま
し
た

。
今
回

は 、
こ
の
研
究
施
設
の
特
徴
と 、
ど

の
よ
う
に
研
究
や
教
育
を
推
進
し

て
い
く
の
か
を
こ
紹
介
し
ま
す

。
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研
究
棟
が
オ
ー
プ
ン

先
端
金
属
素
材
の
研
究
と
教
育
を
推
進
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